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城
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１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
古
川
市
長
岡
字
三
輪
田

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
二
月
―
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
古
川
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
勝
彦

・
佐
藤
　
優

・
大
本
麻
美

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
柵
官
衛

。
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥

。
奈
良

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

三
輪
田
遺
跡
は
、
大
崎
平
野
を
南
側
に
望
む
長
岡
丘
陵
の
南
端
部
に
、
丘
陵

部
と
沢
を
取
り
囲
む
よ
う
に
立
地
す
る
。
遺
跡
の
東
側
に
隣
接
す
る
七
世
紀
末

―
九
世
紀
頃
の
官
衛
跡
と
考
え

ら
れ
て
い
る
権
現
山
遺
跡
で
は
、

掘
立
柱
建
物

・
塀
な
ど
を
多
数

検
出
し
関
東
系
土
師
器
が
多
量

に
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
西

側
に
は
人
世
紀
１

一
〇
世
紀
初

Ｄ

頭
頃
の
最
大
級
の
城
柵
と
し
て

古

知
ら
れ
る
、
国
指
定
史
跡
宮
沢

く

迫退
跡
が
隣
接
す
る
。

三
輪
田
遺
跡
の
第

一
次
調
査
は
、　
一
九
七
八
年
に
実
施
し
、
ロ
ク
ロ
挽
き
重

弧
文
軒
平
瓦
や
偏
行
唐
草
文
軒
平
瓦
の
古
瓦
が
多
量
に
出
土
し
た
。
こ
の
調
査

で
は
古
瓦
が
伴
う
遺
構
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
ロ
ク
ロ
挽
き
重
弧
文

軒
平
瓦
が
出
土
し
た
こ
と
で
、
多
賀
城
創
建
以
前
の
古
瓦
を
伴
う
施
設
の
存
在

が
明
ら
か
と
な
り
、
寺
院
の
存
在
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た

（古
川
市
教
育
委

員
会

『三
輪
田
遺
跡
』
一
九
八
〇
年
）。

今
回
の
第
二
次
調
査
地
点
は
、
第

一
次
調
査
の
北
側
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
あ
た
り
、

掘
立
柱
建
物
、
塀
、
竪
穴
住
居
、
溝
な
ど
を
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
年
代
は
、

七
世
紀
末
―
九
世
紀
頃
で
あ
る
。

木
簡
は
、
三
号
溝
か
ら
出
上
し
た
。
こ
の
溝
は
上
幅
約
二

・
五
ｍ
で
東
西
方

向
に
約
四
五
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
最
下
層
に
は
植
物
遺
体
を
含
む
黒
色
粘
土
層

が
あ
り
、
そ
の
上
を
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
黒
色
粘
上
の
人
為
堆
積
層
が
覆
っ

て
い
る
。
木
簡
は
人
為
堆
積
層
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
共
伴
す
る
土
器
か
ら
、

人
世
紀
前
半
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（関
係
文
献
参
昭
Ｃ
。

今
回
の
調
査
で
は
、
古
瓦
の
出
土
が
少
な
く
、
検
出
し
た
遺
構
の
構
成
や
後

述
す
る
木
簡
の
内
容
も
、
寺
院
と
い
う
よ
り
は
城
柵
官
衛
的
な
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

側

　

「
〔大
住
ヵ
〕

□
□
団

「
―
―

Ｇ

じ

×
馬

×
∞
　

自

ｏ
　

　

２９

一 み

輪わ

田だ

遺
跡

1997年 出上の木簡

ロワ雷目



Ａ
４
ｄ

赤外線写真

上
端
は
方
頭
、
下
端
は
折
損
し
て
い
る
。
墨
痕
は
不
鮮
明
で
、
赤
外
線
テ
レ

ビ
カ
メ
ラ
装
置
に
よ
り

一
三
文
字
が
観
察
で
き
る
。
上
段
に
相
模
国
の
軍
団
名

「大
住
団
」
を
記
し
、
そ
の
下
段
に
四
行
書
き
で
人
名
を
記
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
四
人
め
の

「宮
万
呂
」
の
上
に
は
、
合
点
状
の
墨
痕
が
あ
る
。

今
回
出
土
し
た
木
簡
は
、
当
時
の
大
崎
地
方
に
他
国
の
軍
団
兵
士
が
駐
屯
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
、
な
お
か
つ
付
近
に
城
柵
官
衛
が
存
在
す
る
こ
と
が
推
定

さ
れ
、
古
代
の
陸
奥
国
経
営
を
知
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
東
北
大
学
の
今
泉
隆
雄
氏
、
宮
城
県

多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
の
佐
藤
和
彦
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

古
川
市
教
育
委
員
会

「
三
輪
田
遺
跡
―
平
成
九
年
度
発
掘
調
査
概
要
」
令
第

二
四
回
古
代
城
柵
官
衡
検
討
会
資
料
』

一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
（鈴
木
勝
彦
）




